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第 38 回 神奈川産婦人科内視鏡研究会プログラム 
 

【  日  時  】 平成 28 年 3 月 2 日（水）  18：50～21：40 

【  場  所  】 けいゆう病院 13F 『大会議室』 

 神奈川県横浜市西区みなとみらい３丁目７−３ 

          電話 045-221-8181（代表） 

 

【当番世話人】 湘南鎌倉総合病院 井上 裕美 先生 

  

18：50～19：00 学術情報提供  「産婦人科関連製品について」   持田製薬株式会社 

 

19：00～19：45 一般演題  演題発表 5 分、質疑応答 2 分  

座長 : 湘南鎌倉総合病院 福田 貴則 先生 

演題 1 再発卵巣癌に対し腹腔鏡下切除を施行した 1 例 

 関東労災病院  産婦人科 

〇飯塚 史、袖本 武男、根井 朝美、北 麻里子、西田 晴香、星野 寛美、香川 秀之 

 

演題２ 腹腔鏡手術におけるセプラフィルム貼付の工夫 

川崎幸病院  婦人科 

〇長谷川 明俊、伊藤 雄二 

 

演題３ 子宮マニピュレータートータルの使用経験について ～安全性の高い TLH を目指して～ 

横浜総合病院  婦人科内視鏡手術センター 

〇木林 潤一郎、苅部 瑞穂、美濃部 奈美子、 

(共同発表者)聖マリアンナ医科大学病院 産婦人科 岩端秀之、吉岡伸人、高江正道、大原樹 

 

演題４ 子宮内膜症性嚢胞に対する腹腔鏡下手術後に気胸を発症した二例 

      1)横浜市立大学附属市民総合医療センター 婦人科 

             2)横浜市立市民病院 婦人科内視鏡手術センター 

○小河原 由貴 1)北川 雅一 1)、太田 幸秀 1)、祐森 明日菜 1)、古野 敦子 1)、 

岡田 有紀子 1)、榊原 秀也 1)、吉田 浩 2) 

 

演題５ 当院における腹腔鏡下仙骨腟固定術(LSC)の経験 

横浜市立市民病院 産婦人科 

○平田 豪、吉田 浩、谷岡 沙紀、内田 絵梨、榊 知子、石寺 由美、山口 瑞穂、大井 由佳、 

片山 佳代、安藤 紀子、茂田 博行 

 

演題６ 単孔式腹腔鏡手術におけるラップシングルの使用経験 

大和市立病院 産婦人科 

      ○堀田 裕一朗、橋本 彩紗、加藤 宵子、佐々木 麻帆、橋田 修、端本 裕子、長谷川 哲哉、 

永田 智子、石川 雅彦 



 

 

19:45～20:45 共催特別講演 

座長  湘南鎌倉総合病院  産婦人科 副院長   井上 裕美 先生 

『腹腔鏡下仙骨腟固定術の実際ー保険適用を受けてー』 

日本医科大学付属病院 女性診療科・産科 教授 明樂 重夫 先生 

 

20:45～21:40 情報交換会   13 階  すみれ亭 

 

＊ 本研究会への参加費として、当日 1,000 円を徴収させて頂きます。 

＊ 「専門医機構による専門医更新に必要な講習会受講証明書」を発行いたします。 

＊ 日本産婦人科医会研修参加証、日本産科婦人科学会専門医シールを発行致します。 

e 医学会カードでの受付も行いますので、e 医学会カードをご持参ください。 

＊ 当日は、ご参加頂いた確認のため、ご施設ご芳名のご記帳をお願い申し上げます。 

なお、ご記帳頂いたご施設ご芳名は、医薬品および医学･薬学に関する情報提供のために 

利用させて頂くことがございます。何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

共催 神奈川産婦人科内視鏡研究会 

CSL ベーリング株式会社 

持田製薬株式会社 

 

 

 

 

 

 
 
 


